
平成２８年度　振興局独自事業　事業一覧
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局

番号
区
分

事　業　名 事　業　概　要

1 一般 空知地域人材確保推進事業
空知�経済活力を維持し活性化を図っていくため、も�づくり産業
等�分野などにおいて、新規学卒者を�じめとする若年者�地元
就職及び定着率�向上を図る。

2 一般 空知農業振興事業
地域�基幹産業である農業�新しい姿を目指し、地域�取り組み
を支援することにより、地域農業を理解し、将来�農業・食品関連
産業を支える人材�育成を図る。

3 一般 北海道空知魅力発信事業
空知�魅力やこ�地域ならで��仕事やライフスタイル、生活環
境などに関する情報を発信し、空知地域に対する関心・理解を高
めてもらい、首都圏等で�知名度向上を図る。

4 一般
空知 魅力ある観光資源・ワイ
ン産地づくり促進事業

国内外から�観光客を呼び込むことができる魅力的な観光地づく
りを進めるため、空知ならで��新たな観光資源を開発するととも
に、地域資源�一つとして注目されているワインづくり�産地基盤
確立に向けた支援を行う。

5 一般 空知産業遺産活用促進事業
平成20年度に策定した「元気そらちt産炭地域活性化戦略」に基
づき、炭鉱遺産群を活用した観光・まちづくりを図る。

6 一般
産業遺産シビックプライド醸
成事業

空知地域�炭鉱遺産群を�じめとした産業遺産�魅力ある地域資
源を活用し、地域住民�「シビックプライド（地域に住む人々�誇り
や自信、アイデンティティ）」を醸成し、産炭地域�活性化を推進す
る。
（企業版ふるさと納税活用）

7 一般 炭鉄港ストーリー構築事業

北海道150年（平成30年）を迎えるにあたり、北海道�近代化を進
めてきた「炭鉄港」関連産業遺産を「地域�宝」とし、より魅力�高
い歴史的広域ストーリー�構築及び関連地域内�産業遺産�保
全・活用を進めることで、地域�魅力向上を図り、さらなる交流人
口�拡大に繋げる。

小計 ７事業（一般７、政策形成：０）

8 一般
いしかり元気な農村ビルド
アップ事業

管内で�、全道平均を上回る農家戸数�減少、耕作放棄地�発
生や生産力�低下が懸念されることから、地下かんがいを活用し
た先進的な農業技術�普及による、農家経営�安定化、農業者�
定住や後継者確保を図るとともに、大都市札幌を抱える立地条件
を活かし、都市住民へ�農業・農村�魅力発信や農商工連携・６
次産業化�支援を行う。

9 一般
北海道新幹線等を活用した
交流人口拡大事業

北海道新幹線を活用し、東北や関東から�観光客�誘客や、札幌
圏�道民に対して東北と�交流拡大�ため�プロモーションを展
開するとともに、石狩地域に興味や関心�ある方を対象としたファ
ンクラブを運営し石狩地域�魅力を広く発信するなど、地域�情報
発信力�強化を図る。

10 一般
「ようこそいしかり」誘客促進
事業

成長市場である東南アジアを主なターゲットとして、観光客誘客に
向けた海外で�プロモーションを実施するほか、SNSを利用した情
報発信、現地旅行会社やメディア�招聘など、石狩地域が持つ魅
力を国内外に効果的にPRすることで、交流人口�拡大を図る。

11 一般
地域特性を活かした総合的
な少子化対策推進事業

管内人口�、出生率�低迷などにより、減少へ�転換期を迎えて
おり、特に管内市町村�合計特殊出生率�、札幌市を含め４市町
が道内ワースト４を占めている状況にある。こ�ことから、管内�
出生率向上に向け、若い世代が安心して結婚・出産・子育てができ
る環境づくりなど少子化対策�取組を推進する。

12 一般
シェフを活用した石狩ブランド
づくり事業

地域�こだわり�生産物を「石狩ブランド」に導くため、具体的な生
産物（食材・加工品）を求める食・料理�専門家であるシェフ（料理
人）を対象とした生産者と�交流を推進し、シェフ�石狩産生産物
へ�理解を深め、使用を促すとともに、石狩産生産物�魅力を広く
ＰＲする存在となることを目指し、また、生産者がアドバイスを受け
ることで、生産物�向上につなげることにより、石狩�イメージ形成
に資する石狩産生産物�ＰＲを行う。
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13
政策
形成

いしかり・ふれあいサロン推
進事業

少子高齢化が急速に進展し、人口減少問題が喫緊�課題となって
いる。そ�課題に対応するために�、高齢者、障がい者、子どもや
子育て�親などが、共に交流する中で、支え、支えられながら、安
心してそ�地域に住み続けること�できる社会�構築を目指す。

小計 ６事業（一般：５、政策形成：１）

14 一般
人口減少社会における新た
なまちづくりモデル事業

急速に進行する人口減少や高齢化に対応し、定住人口�増加を
図るため、これまで進めてきた広域連携�景観づくりを発展させ、
地域と�連携を深め、空き家対策や住宅政策、高齢化対策、しり
べし「まち・ひと・しごと」マッチングプランなどと連動した取組を総合
的に展開することにより、人口減少社会に対応した新たなまちづく
りモデルを構築する。

15 一般
“しりべし”パワーアップ推進
事業

北海道新幹線�開業など�効果を後志管内に広く波及・拡大させ
るため、地域�気運醸成を図るとともに、観光誘客�促進や地域
�魅力発信、道南圏と�交通アクセス網�充実・強化に向けた取
組を行い、東北・北関東圏等と�交流人口を拡大する。

16 一般 しりべしフードサポート事業

後志�特産品�磨き上げ・道内外�販路拡大・海外市場へ�販路
開拓を図るため、ニセコエリア�イベント等に合わせた物産販売
会、海外展開セミナーなどを実施し、観光と一体となったＰＲを行
う。

17 一般
しりべし新規ブランド特産農
産物拡大プロジェクト事業

地域農業�持続的発展が必要であるため、良質で収益性�高い
特産農産物�生産を拡大する取組を推進する。

18 一般
磯焼けウニ高付加価値化推
進事業

日本海漁業振興�方策�一つとして、未利用資源�有効活用を
進めるため、磯焼け地帯�キタムラサキウニ�身入りを改善させ
る短期養殖技術�開発と連携し、養殖ウニ�高値出荷に関する市
場調査及びＰＲ活動を行う。

19 一般
後志・西胆振広域観光推進
事業【後志、胆振】

後志・西胆振地域に新たな国内外から�観光客を誘致するため、
両地域が一体となってニーズ�多様化など様々な課題に対応する
こととし、今後増加が見込まれる外国人観光客に対するホスピタリ
ティー向上�ため�語学研修を行う。
　また、互い�観光地に関する知識�習得�ため�両地域巡回ポ
スター展を行う。

20
政策
形成

「リゾートと地域が共に発展す
るタイアップ協定」展開事業

世界有数�リゾートエリアである「ニセコ」�持続的発展�阻害要
因となりうる深刻な人材不足を解消するため、魅力的な就職選択
肢として�ニセコエリア�知名度を高め、人材�確保を図るととも
に、持続的発展に向けて必要となる「リゾートと地域�連携体制（リ
ゾート・コミュニティ）」を形成するため、ニセコエリア�関係者�取
組方向を共有する会議を開催する。

小計 ７事業（一般：６、政策形成：１）

21 一般 胆振誘客ストーリー展開事業

特色ある地域資源を磨きあげ、結びつけることにより地域�ブラン
ド力を高めていくとともに、効果的に魅力を発信していくことにより、
国内外から�誘客�促進、交流人口�拡大につなげ、個性豊かで
持続可能な地域社会�実現に資する。

22 一般
胆振も�づくり産業活性化推
進事業

胆振地域�優れた技術力を背景に開発された工業製品等に焦点
をあて、道内外に広くＰＲすることによって販路を拡大させ事業者�
経営基盤�強化を図り、も�づくり関連産業�振興に資する。

小計 ２事業（一般：２、政策形成：０）

23 一般
ひだか戦略的総合情報発信
事業

北海道新幹線開業（2015年）や東京オリンピック開催（2020年）を�
じめ、海外から北海道へ�注目が高い中、来道者�増加が見込ま
れることから、こうした需要を管内に取り込むため、襟裳岬や豊似
湖など�自然や日高�多様な食や特産品を�じめとした管内�魅
力発信、地域資源�文化・学術的価値�効果的なPR等を行い、知
名度向上とイメージアップによる交流人口�増加及び地域経済�
活性化を図る。
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24 一般
農林業被害低減�ため�鳥
獣被害対策事業

日高管内�エゾシカによる農林業被害額�、減少傾向にあるが、
生息数等�未だ高い水準にあることから、そ�数�低減を図ること
が必要であり、エゾシカ個体数�減少と農林業被害�低減を図る
ため、エゾシカ�捕獲促進及び有効活用�拡大を図る。また、今年
度から�、農業被害�増加しているヒグマに係る対策として、デン
トコーン畑に侵入したヒグマ�追い出しや捕獲�方法�開発等を
行う。

25 一般
日高軽種馬産地活性化推進
事業

日高が持つ「全国で唯一�馬産地」「温暖少雪な気候風土」「港・空
港に近い立地」といった強みを生かし、軽種馬生産�構造改革や
馬関連産業�育成、新規就農者�育成・確保に取り組み、地域�
活性化を図る。

26 一般
日高地域コンブ生産安定対
策事業

日高管内�基幹漁業であるコンブ漁業について�、着業者�減少
と高齢化が進行し、生産量が年々減少しているため、新たな漁業
生産体制�整備や漁場環境�適切な把握など�対策を進め、コン
ブ漁業�生産安定を図る。

小計 ４事業（一般：４、政策形成：０）

27 一般

北海道新幹線開業を活かし
た地域づくり推進事業　【渡
島・檜山】

北海道新幹線�開業効果を最大限に発揮し、持続させていくため
�基盤づくりを進め、「北海道新幹線開業に向けた道南地域アク
ションプラン」�推進に向け、より効果的な取組を展開することによ
り交流人口�拡大を図る。

28 一般
「北�縄文」魅力発信・ファン
拡大推進事業

地域�財産である縄文�価値を正しく理解し、そ�素晴らしさを未
来に継承するため、ＰＲ体制�強化や、北海道新幹線開業�機会
を捉えた東北圏へ�ＰＲを実施し、新たな「縄文ファン」層�開拓を
図る。

29 一般
スポーツ合宿誘致魅力発信
強化事業

北海道新幹線開業�好機を活かし、スポーツ合宿を誘致していく
ため、各種スポーツ競技団体等に対し、管内�競技関連施設や宿
泊施設等を広く情報発信するとともに、市町等�広域的な連携に
よる受入体制�構築等を支援し、交流人口�拡大を目指す。

30 一般
道南地域食振興ネクストス
テージ事業【渡島・檜山】

北海道新幹線開業を機に、道南�食�ブランド力�更なる強化を
図るため、道南�一次産業と二次・三次産業を結びつけることによ
り新たな食�魅力を創造するとともに、販路拡大等に係る支援や
食�安全・安心に係る知識・意識レベル�向上を図り、食産業�振
興に資する。

31 一般

北海道新幹線開業に向けた
観光地域づくり推進強化事業
【渡島・檜山・後志】

北海道新幹線開業効果を地域で最大限享受するため、広域協議
会を中心に観光地域プラットフォーム�構築に向け、観光人材�
育成、商品づくり�取組を加速させるとともに、観光地として�魅力
を発揮・持続できる仕組みを構築し、観光客�増加を図る。

32 一般
渡島スマートアグリ構想推進
事業

将来�農家人口半減�予測を踏まえ、産学官連携�もと、渡島農
業�基幹をなす施設園芸を中心とした複合経営�効率化・高度化
（＝スマートアグリ）を図ることにより、人口減少社会に対応した持
続可能な次世代型営農スタイル�構築を目指す。

33 一般
農と浜�コンパクトツーリズム
促進事業

北海道新幹線開業により増加が見込まれる観光客を対象に、短時
間で�移動が可能な管内�特性を活かした体験観光や施設情報
を発信することにより、周辺農・漁村部へ�入り込みを促進し、地
域産業�振興等による農山漁村�活性化を図る。

34 一般
みんなですすめる木づかいプ
ロジェクト

地域材を活用した魅力ある施設・木製品�更なる利活用�促進�
ために、異業種フォーラムと連携し、新たな木材利用�活用方法�
検討するとともに、道央圏をターゲットに道南スギ�ＰＲを行い、地
域材�認知度向上と需要拡大を図ることにより、林業・木材産業�
活性化と雇用�拡大を目指す。

35 一般
渡島水産塾～担い手育成推
進事業

漁業に接する機会が少なかった新規高卒予定者を対象に、コンブ
をモデルとした体験学習を実施することにより、広く地元�学生に
対し、水産業へ関心を持つ機会を提供し、基幹産業�担い手対策
強化と人口減少�抑制を図る。
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36 一般
就業・定住促進対策推進事
業

北海道新幹線開業を契機に、渡島地域�農林水産業・医療介護
福祉分野へ�就業及び定住を推進するため、市町と�連携を図り
ながら、就業情報や生活・住宅情報を一元化し広く発信するととも
に、視察体験等を実施することで、管外から�新規就業者を呼び
入れ、産業等�振興と人口減少問題へ�対策を図る。

37 一般

道南観光物産館・道�駅機
能強化支援事業【渡島・檜
山】

北海道新幹線開業効果を道南地域全体が享受できるよう、「道�
駅」を�じめとした観光物産施設�運営基盤や機能強化を支援し、
単なる観光案内・物産売場から地域経済活性課拠点へ�機能強
化を図る。

小計 １１事業（一般：１１、政策形成：０）

38 一般
檜山地域における新幹線観
光対策事業

北海道新幹線開業を生かし、檜山地域へ�観光客�流入促進及
び経済波及効果を最大限享受することができるよう、檜山地域�
魅力ある食・観光資源を磨き上げ、観光物産振興�取組を推進す
る。

39 一般
檜山地域企業立地人材力強
化事業

檜山地域で企業誘致活動を進める人材�育成を図り、地域で�企
業誘致活動�強化を推進する。

40 一般
檜山農業生産力底上げ・人
づくり推進事業

既存�高収益作物�生産性向上や新たな作物導入等により生産
力�底上げを図るとともに、担い手�育成・支援体制�整備や檜
山に適した新規就農�仕組みづくりにより人（農業担い手）づくりを
進め、檜山地域�経済・社会を支える檜山農業�持続的発展を図
る。

41 一般
みんなで学棒（まなぼう）檜山
�木利用促進事業

道南地域特有�造林樹種である「スギ」について、檜山管内で�
需要拡大を図り、スギ�利用を道内に広く波及させるため、建築関
係者等と�検討会議を開催するとともに、一般消費者に対する普
及ＰＲを実施する。また、地材地消をこれまで以上に推進させるた
め、教育機関と�ネットワーク形成を図り、豊かな自然や地域材を
活用した「木育」�取り組みを広く波及させる。

42 一般

津軽海峡新時代t道県間�
次代担い手交流・連携促進プ
ロジェクト事業

新幹線開業を機会に檜山地域と東北地域と�相互交流を促進し、
両地域�歴史・文化等�繫がりを基軸にした新たな事業を東北地
域と連携して検討、実施することを通じて、当地域�次代を担う人
材を育成するとともに、将来�経済・文化等交流�基軸となる人的
ネットワークを構築し、津軽海峡交流圏�活性化と交流人口�増
加に資する。

43 一般
ひやま�「稼ぐ漁業」ボトム
アップ推進事業

檜山管内�水産物�生産環境や産地価格�形成過程などについ
て、漁業者や加工流通業者等�関係者が連携・情報共有し、水産
物�価格向上を目指すとともに、消費者�認識を向上させ、漁業
者�所得向上と地域経済�活性化を図る。

小計 ６事業（一般：６、政策形成：０）

44 一般
道北地域交流人口拡大推進
事業

交流人口�拡大により道北地域�地域振興を図るため、北部にお
いて�天塩川、中部において�大雪山をテーマとして地域�魅力
を発信するとともに、貴重で豊かな自然環境を保全する取組も併
せて実施し、さらに国際交流に�欠かせない旭川空港国際航空路
線を安定的・継続的に維持・拡大する取組を推進する。

45 一般

「食」や「食文化」を観光資源
とするフードツーリズム推進
事業

「食」や「食文化」をテーマとした新たな旅行商品�提案や既存�
旅行商品に、「かみかわ食べも�がたり」をベースとした　「食」や
「食文化」にまつわる観光素材�魅力を加え、地域における観光�
裾野を広げるため�取組を展開し、上川地域へ�誘客促進を図
る。

46 一般
持続可能型上川農業確立推
進事業

今後�人口減少に対応した持続可能な農業を確立するため、ビ
ニールハウスによる施設園芸へ�省力化技術導入や、作付拡大
が見込まれる飼料用米�低コスト栽培技術�確立、収益性�高い
新規作物�導入検討など、さらなる省力化・高収益化に向けた取
組を推進する。
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47 一般
地域森林資源利用推進プロ
ジェクト事業

上川管内で�、人工林資源が利用期を迎えており、地域で�森林
資源�循環利用を推進するため、地域材�利用を加速させる必要
があり、林地未利用材を有効活用した木質バイオマス安定供給�
促進や道産材家具�利用を拡大することにより、地域特性に応じ
た資源管理体制を構築し、山村地域�活性化を図る。

48 一般
かみかわ地域産業担い手対
策事業

今後�人口減少社会を見据え、地域全体を支える産業（農業・林
業・商工業）�担い手・後継者を確保・育成するため、地域におい
て産業別�課題に応じた取組を進めるとともに、道外に向けて上
川地域�魅力をＰＲし、雇用�拡大を図る。

49 一般
上川地域づくりコミュニティ創
出事業

地方創生�取組として市町村が策定した市町村総合戦略�効果
的な推進及び地域�持続的発展を図るため、振興局、市町村、団
体・企業、農業者など、管内�多様な主体�若手が参画する「かみ
かわ未来会議」を開催し、上川地域における広域的な人的ネット
ワーク�構築・強化や、人材育成に向けた取組を推進する。

50 一般 スポーツ合宿推進事業

2018年�平昌オリンピック、2020年�東京オリンピック�開催を控
え、スポーツ合宿誘致に係る機運�高まりなどスポーツへ�注目
が集まっている。こ�ことから、関係市町村や関係機関�ほか、オ
ホーツク総合振興局とも連携し、地域�実情・実態に応じた合宿�
誘致に向けた取組を進めるほか、スポーツ活動に取り組む人たち
�裾野を広げ、地域�活性化を図っていく。

小計 ７事業（一般：７、政策形成：０）

51 一般
るもい�豊かな海と森を育む
事業

留萌管内�豊かな水産資源や森林資源を持続的に有効活用する
ため、関係機関と行政が連携し、海と山が一体となった取組みや
新たな販路拡大�仕組みづくりなどを行い、地域�産業振興や雇
用確保を図る。

52 一般
留萌健康産業展開
促進事業

留萌地域�特性を活かした健康産業を展開し産業として�確立を
促すため、地域資源�活用や地域住民等と�連携により各種プロ
ジェクトを推進する。

53 一般
るもい産業担い手支援モデ
ル事業

地域における後継者確保対策、起業や新たな事業アイディア�具
体化など�課題に対し振興局としても地域と一体となって伴走支
援をしていくため�取組を推進する。

54 一般
るもい地域戦略的魅力創造
発信事業

管内で�、体験観光メニュー�磨き上げ、教育旅行ルート�造成、
近隣大都市へ�ＰＲ等を行ってきた。今後�観光入込客数増加�
ために�、地域�資源を改めて見直し、ターゲットを見据えた観光
客誘致�手段が求められる。　また、さらなる管内�知名度アップ
を図るため、近隣大都市へ�ＰＲを実施すると共に、管内�観光資
源�評価・検討を行う。今後�観光ルート作成�検討材料とし、新
幹線開業を契機に道内外へ�ＰＲへも注力する必要がある。

55 一般
るもい“農”フル活用推進事
業

留萌地域において�、良食味米�生産を中心に、小麦や大豆など
�畑作や果樹、野菜、花き、酪農･肉牛などバラエティ豊かな農業
を展開し、地域を支える基幹産業となっている。今後も引き続き留
萌地域�特徴を最大限発揮するため、水田�フル活用及び硬質
小麦（ルルロッソ）�産地化を推進する。
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56 一般
るもい暮らし魅力発信（移住・
定住促進）事業

各市町村が個々に行っている移住定住に係るＰＲ活動をより効果
的に実施するため、振興局及び管内市町村が連携し、るもい地域
�魅力を一体で発信する等�取組を進めることにより、来萌及び
移住体験等�促進を図る。

57
政策
形成

留萌地域薬用作物
産地化推進事業

国内需要�拡大が見込まれる薬用作物に着目し、苫前町で復元
�取り組みが行われているハマボウフウや、国内需要が見込まれ
る品目�栽培試験を行い、留萌�地域条件に適応する品目�選
定や、栽培マニュアルを作成し留萌地域で�産地化を目指す。

小計 ７事業（一般：６、政策形成：１）

58 一般 ＳＯＹＡ移住・定住推進事業

宗谷管内市町村における人口減少�進行を緩和するため、地域と
連携して、地域資源を活用した道外及び道内居住者�移住・定住
を促す取組を進めることにより、管内から�人口流出�抑制及び
管内へ�人口流入�促進を図り、移住しやすい地域づくりを進め
る。

59 一般
最北端・宗谷�「ショク×タ
ビ」プロジェクト形成促進事業

管内�人口減少等によりマーケットが縮小する中、食と観光�企
業間連携や地域食材�活用が十分で�ないことから、地域におけ
る意欲的な事業者が連携する場を形成するとともに、個別相談や
プロモーション、セミナー開催などといった地域企業等へ�ビジネ
スサポートを通じて、食と観光�一体的なプロジェクトを創出し、宗
谷�食・観光関連産業�底上げを図る。

60 一般
国境を越えた交流
海外と�経済交流促進事業

　農水産物�販路拡大や物流促進による地域経済�活性化を目
指し、稚内港を拠点としたサハリンへ�輸出を促進する。また、交
流人口�増加による地域�活性化�ため、近年宗谷管内入込数
で上位を占める台湾人、サハリン�ロシア人、香港人及びタイ人観
光客をターゲットに、国内外�観光関係者と�交流支援や地域と
連携した売り込み等を行う。

61 一般 アザラシ対策事業
ゴマフアザラシ（周年定着個体数）を削減し、漁業被害軽減を図る
ため、地域実態に即した捕獲手法検討及び捕獲体制を構築する。

62 一般
持続可能な酪農経営の確立
と生産基盤強化対策事業

宗谷管内は１戸あたりの草地面積が他管内に比べ広く、近年
は離農等の引き受けにより１戸あたりの草地面積が拡大して
いるため、適切な栽培管理ができずに草地の４割が雑草で占
めている状況にある。牧草の品質低下は生乳生産量の減少を
招く要因となっていることから、草地の状況に合わせた適切
なほ場の利用の方法を探ることにより、効率的なほ場管理の
手法を提案する。

63 一般
攻めの担い手対策 第1章
戦略的プロモーション事業

人口減少や基幹産業の担い手不足が課題とされている宗谷地
域において、都市部の大学生等を地域に呼び込み、就業体
験、一次産業への就業という一連の流れを定着させるため、
首都圏及び関西圏等でプロモーションを先行実施する。

64
政策
形成

離島連携☆地域を支える若
手職員等政策形成能力向上
事業

宗谷地域の地方創生の取組を推進するにあたり、当地域は市
町村による広域連携や官民共同の素地がないことから、地域
を支える若手職員で構成されるSOYA fresh☆networkを中心
に、同じく地域の喫緊の課題である離島振興をテーマに意見
交換やワークショップの実施課題解決に向けた具体の事業を
企画立案するなど、管内若手職員の政策形成能力向上を図
る。

小計 ７事業（一般：６、政策形成：１）
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65 一般
人口減少社会を見据えたオ
ホーツクＡＩ推進加速事業

地域が将来にわたり持続していくために�、小規模でも適性な人
口構成を維持することや、風土に根ざした産業振興が不可欠であ
る。そ�ため、各市町村において�、生活インフラを�じめ、医療、
福祉、子育て、教育など住民が安心して暮らせる環境づくりや、豊
かな農林水産資源を活用したも�づくりなどを行っており、そうした
基盤�上に、地域�魅力素材を掘り起こしつつ厳選し、それらを
知ってもらうことで、地域�ファンやリピーター、来訪者を増やし、将
来的に、定住や産業振興につなげる。

66 一般
オホーツク若年層地域定着
支援事業

地域�基幹産業である農林水産業�担い手不足�解消に�、若
年層�地域定着を促進させることが重要である。そ�ため、オホー
ツク地域�大学と連携し新たなインターンシップ制度を創設し、大
学生が地域�農林水産業を体験することで、やりがいや魅力を提
供し、若年層を農林水産業�担い手として地域定着を促進する。

67 一般
オホーツク産森林認証材利
用促進事業

オホーツク地域で先進的に進められている森林認証�取組を加速
化するため、東京オリンピック・パラリンピック大会（TOP）開催を契
機とした森林認証材�利用�促進を図ることを目的に、首都圏�
工務店やTOP施設等建設会社�担当者を対象にオホーツク産森
林認証材�認知度を向上するため�プロモーション事業を実施す
る。

68 一般
管内産秋さけＥＵ向け輸出
促進事業

管内産秋サケのＥＵ輸出促進のため、管内各漁港におけるサ
ケの陸揚実態の調査を行い、EU基準をクリアするための問題
点を精査する。

69 一般
人口減少社会を見据えたオ
ホーツク地域来訪促進事業

平成２７年度に知床が世界自然遺産登録１０周年の節目を迎
え、オホーツク地域の魅力を新たにＰＲする機会と位置付
け、地域が有する食や景観などの豊かな地域資源の情報を道
外に発信することにより、オホーツクのファンや観光客の更
なる来訪を促進して、管内への交流人口の増加や地域の観光
産業の活性化を図り、将来的に定住や産業振興に繋げる。ま
た、道東４振興局との広域連携による地域資源の優位性を活
用した観光プロモーションを実施し、ひがし北海道の周遊観
光の推進を図る。

70 一般
オホーツク食の地域ブラン
ド形成事業

オホーツク地域のブランド力を向上させ、「オホーツク」の
知名度を一層高めていくため、地域の産学官金の連携によ
り、地域資源を活かした多様な産品を管内外・道内外に発信
するとともに、商品開発等を分野横断的に推進し、食関連産
業の総合的な振興を図る。

71 一般 クールオホーツク推進事業

道における地球温暖化防止対策と省エネルギーの推進やオ
ホーツク総合振興局におけるオホーツクのエリアカラーとし
ての「オホーツクブルー」の選定・発信（｢オホーツクＡ
Ｉ｣）といったこれまでの取組を発展的に展開していくため、
オホーツクらしいクールビズによる省エネ行動啓発と「オ
ホーツクブルー」を地域ブランド色として地域活性化に結び
つける取組（以下、「クールオホーツク」という。）を地域
が一体となって推進し、交流人口の拡大に結びつける。

72 一般

知床エコツーリズムのため
の自然情報提供システム構
築事業

北海道が管理するホロベツ園地や知床五湖地上歩道の自然解
説を目的にポイント毎の内容を情報端末で取得できるシステ
ムの構築化及び外国人観光客向けの利用ルール・マナーのレ
クチャー機能化。

73 一般
スポーツ合宿ブランド化推
進事業

2018年の平昌オリンピック、2020年の東京オリンピックの開
催を控え、スポーツ合宿誘致に係る機運が高まっている。こ
のことから、関係市町村や関係機関等と連携し、地域の実
情・実態に応じた合宿の誘致に取り組み、地域の活性化を図
る。

74 一般
Made in オホーツク輸出推
進事業

少子高齢化の進行により国内マーケットの縮小が見込まれる
中、将来的に有望な海外マーケットに対し、安全・安心で高
品質なオホーツク産農林水産物の優位性を生かした販路拡大
を進めることにより、オホーツク地域の産業活性化に資す
る。
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75 一般
オホーツク・コンフェク
ション魅力発信事業

オホーツク管内の菓子製造事業者等と連携し、オホーツクの
優れた農畜産物を使った菓子を開発し、観光客や地元客等に
オホーツクの魅力を発信することで、オホーツクブランドの
推進と地域産業の活性化に資する。

76 一般
オホーツク畑作経営体質強
化促進事業

畑作農業の経営体質強化及び農家経営の安定向上のため、畑
作の基幹作物である小麦や馬鈴しょについて、高収量かつ安
定生産が可能で実需から評価が得られる新品種の円滑な導入
や既存品種の更なる生産性向上を図る取組を進めるととも
に、消費者の地産地消に対する意識の醸成を図る。

77 一般
農業女性ステップアップ事
業

オホーツクの基幹産業である農業を支える就業人口の半数を
占める女性は、農業の基幹的従事者となっており、農業や地
域活動の担い手として重要な役割を果たしている中、柔軟性
のある強い経営体を作るためには、女性の経営参画が必要不
可欠であるため、農業技術や知識の習得の場を創設し、農業
経営者としての資質向上を図る。

78 一般

“Rise Again オホーツ
ク”食と観光集中キャン
ペーン事業

８月に発生した台風・大雨によりオホーツク地域における農
林水産業や観光は甚大な被害を受け、今後、オホーツクのイ
メージやブランド力の低下が懸念される。この被害により生
じたマイナスイメージの払拭を図るため、食と観光の復興・
回復やオホーツクの統一イメージをアピールする集中キャン
ペーンを実施する。

小計 １４事業（一般：１４、政策形成：０）

79 一般
交流人口拡大に向けた食と
観光推進事業

広大な十勝平野を有し北海道らしい雄大な景観と農業を基幹産業
とした十勝地域�魅力を売込み、人を呼び込むため、十勝�「食」
ブランド向上を図る取組や道外観光客誘客�ため�観光プロモー
ション等�取組を展開し、更なる交流人口�拡大や産業�振興を
図る。

80 一般
輝らっtとかち女性活力（ジョ
カツ）創造事業

十勝でキャリアアップを目指す女性など働き方�参考となるロール
モデル�輩出、活躍されている女性をつなぐネットワーク作りなど、
女性�活力により本人も地域も輝く一助となるような取組を展開す
る。

81 一般
十勝地域における航空宇宙
関連人材育成事業

十勝管内において、航空宇宙関連産業�集積による力強い地域
経済を形成するため、オール十勝で�情報発信や企業誘致支援を
�じめ、未来�航空宇宙産業を支える人材育成等�取組を、地域
と連携し一体的に展開する。

82 一般
元気十勝・誘客キャンペーン
事業

台風被害から�復興や地域経済�活性化�ため、道内外�旅行
エージェントやメディア等を十勝地域へ招聘し、元気な十勝観光を
体験してもらうことにより、今後�旅行商品�造成や幅広い情報発
信などに繋げ、誘客�促進を図る。

小計 ４事業（一般：４、政策形成：０）

83 一般 オールくしろ魅力発信事業

くしろ地域�交流人口を拡大し地域�活性化を図るため、 道東自
動車道�釧路延伸を契機として設立した「ウェルカム道東道!!オー
ルくしろ魅力発信協議会」による地域連携を促進するとともに、地
域�魅力�向上を図り、プロモーション活動�実施を通じてくしろ
地域�様々な魅力を発信する。

84 一般

輝ける北�大地で羽ばたく根
釧酪農チャレンジング事業
【釧路・根室】

根釧市町村・農協関係者が、根釧酪農・地域�持続的発展に向
け、昨年２月に策定した「根釧酪農ビジョン」�方向性に即し、関係
者と連携しながら、「草地型（循環型）酪農�推進」、「担い手�育
成確保」及び「高付加価値化�推進と新たな可能性�追求」に資
する取組を推進することにより、根釧�基幹産業である酪農生産
基盤を強化するだけでなく、人口減少社会に対応し、地域経済社
会�維持・拡大を図る。
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85 一般 くしろ冬季観光活性化事業

台風による大雨被害により、多数�宿泊キャンセルが発生するな
ど管内観光事業者�大きなダメージを受けていることから、冬季観
光シーズンに向け、管内観光関係者とともに、札幌駅において効
果的な観光プロモーションを実施するほか、ＳＬ冬�湿原号�出発
式において、乗客に管内産�牛乳を配布する「おもてなし事業」を
実施し、管内観光�イメージアップを図り、誘客促進を図る。

小計 ３事業（一般：３、政策形成：０）

86 一般
根室地域における人口減少
問題対策事業

人口減少社会における新たな視点で�活力ある地域づくりを進め
るため、市町や関係機関・団体等と連携し、少子高齢社会へ対応
する子育てサポート体制�構築や医療従事者�確保、根釧酪農ビ
ジョン�推進、良質な農水産物と加工品�ブランド力向上等による
基幹産業�振興、豊かな自然環境など地域資源を活かした滞在型
観光�強化等による交流人口�拡大に取り組む。

87 一般

戦後７０年”忘れて�いけな
い物語”～次世代へ�北方
領土返還要求運動継承事業

北方領土問題に対する理解�促進を図り、さらなる返還要求運動
�後継者育成を図っていくため、根室管内に残されている北方領
土にゆかり�ある建築物、遺構、文書図画、石碑、埋もれているエ
ピソード等や北方四島側に残されている日本建築物等について、
有形・無形�北方領土関連「遺産」と位置付けて掘り起こし、「忘れ
て�いけない物語」として後世に伝える。

88 一般
千島桜ねむろプロジェクト推
進事業

北方領土問題�解決に向けた環境整備�促進を図るため、根室
管内�「食」を活かした取組を通じて、北方領土問題�普及啓発及
び隣接地域�振興対策を促進する。

89
政策
形成

道東インバウンドガイド養成
事業【根室・オホーツク・釧
路】

道東エリア�ガイドが、増加するインバウンド観光客に対応できる
よう、広域的な連携体制を構築するとともに、レベルアップしたガイ
ドが、道東�豊かな自然環境や地元�一次産業と調和した観光地
づくり�担い手となることにより、地域ブランド�確立、交流人口�
拡大を図る。

小計 ４事業（一般：３、政策形成：１）

合計 ８９事業（一般：８４、政策形成：５）

※「ふるさと寄附金」�、「地域政策推進事業」に活用させていただいております。

※区分�「一般」�「地域創生推進事業」、「政策形成」�、「政策形成能力向上事業」�略です。
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※複数振興局による共同事業について�、事業名�欄に【　】で関連振興局名を記載しています。


